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９月定例武雄市議会で可決成立しました
◎水道料金平均9.2％の値下げ
　　　　　　　10月使用分より（11月請求分）�
　樋渡市長が選挙公約で掲げていた水道料金の引き下げが決まりまし

た。10m3使用で1700円が1530円に（170円の引き下げ）、20m3使用で

4600円が4230円に（370円の引き下げ）なります。また、6月議会で私、

吉川が強く求めていた6m3から9m3使用されている高齢者世帯などへの

配慮については、6m3使用で1700円が930円に引き下げになるなど、

9m3まで段階的料金体系となりました。600m3以上使用する大口利用者に

対しても引き下げが行われ、全体では9.2％の大幅引き下げとなります。�

�

　　　　　

｠�

◎教育委員を5名から10名への増員�
        （平成27年1月より）�
　小学生全員にタブレットを配布し予習を重視したスマイル学習がス

タート。また、民間学習塾のノウハウを活用した官民一体型小学校の実

現に向け教育委員会の役割が増していることから、教育委員の数を5名

から10名に増員する条例が可決しました。増員される5名は保護者など

を対象に公募されます。�

｠�

◎花まる学習会との連携による
　　　　官民一体学校づくり協定の締結
　花まる学習会と武雄市、武雄市教育委員会が来年度から取り組む官

民一体型学校創設に関する三者の協定について、可決しました。花まる

学習会は、メシの食える大人、魅力的な人を育てることを掲げており、平

成27年度から市内の2校なしは3校の小学校において、花まる学習会の

ノウハウをいかした授業が実施されます。�

�

◎７～８月の豪雨災害復旧�
　大雨などで被害を受けた農業用施設、農地、土木施設の復旧費として、

2億9679万1千円が補正予算に計上され

ました。災害発生時の応急措置等には市内

建設事業者様にご協力をいただきました。

今後、速やかな復旧工事が待たれます。�

　農林施設災害復旧費　2億899万9千円�

　土木施設災害復旧費　　8779万2千円�

◎議員定数　現行24名を�
　　　　次期選挙から20名へ
　次回市議会議員選挙から定数が4減し、20名とする議案が可決されま

した。議員提案したもので、共産党を含む2名の議員が反対しました。市

議会議員定数の削減は、区長会、地域婦人会などの連名で議員定数を

20名に削減するよう要望書が提出されていました。市議会はこれまでも

段階的に議員定数の削減を進めてきました。

◎議員政務活動費
　　　　年額20万円を10万円に半減��

　市議会議員の発議により、政務活動費を削減する条例案が可決され

ました。ある一部の議員による焼き物や恋愛小説の購入など政務活動費

不適切支出が新聞報道され、市議会議員自らが襟を正そうと提案したも

のです。全会一致で可決されました。�
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◎新庁舎建設　基本設計調査委託�
　新庁舎のイメージを具体化し

ていくため、基本設計委託料が補

正予算に計上されました。市の本

庁舎は老朽化が進み、耐震性能

も基準に達していないことから早

急の対応が求められています。新

庁舎の位置は旧JA武雄総合支所を予定していて、今後用地取得に向け

て市はJAと交渉していきます。�

〔予算額〕庁舎基本設計委託料　3509万4千円�

　　　　　建物補償調査委託料　1772万4千円�
�

◎中学校へのタブレット端末導入（新年度より）
　平成27年度から市内全中学生にタブレット端末を配布し、学習環境

の充実を図るため、タブレット購入費などが補正予算に計上されました。

既に市内全小学生にタブレットを配布し、予習を中心としたスマイル学

習が効果を上げています。�

〔予算額〕タブレット端末・サーバー等一式　 9866万9千円�

　　　　　タブレット充電保管庫　　　　　　　1530万9千円�

　　　　　ソフトウェエアライセンス使用料　 1874万4千円

◎高齢者肺炎球菌ワクチン（65歳と60～
　64歳の一部）と水痘予防接種（１～３歳）
　の実施　（10月より）�
　高齢者が発症し重症化すると命にかかわる肺炎を予防するため、肺

炎球菌ワクチンの予防接種の費用が補正予算に計上されました。対象

は65歳の方と心臓等に機能障害をもつ60歳から64歳での方です。�

〔予算額〕高齢者肺炎球菌ワクチン　1400万円�

　　　　　水痘予防接種　　　　　　1530万円


